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66
　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
積
極
的
に
行

政
へ
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
と
い
う
考
え
方
を
基
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
優
れ
た
発
想
を
市
政
に
反
映

す
る
た
め
、
今
年
度
は
「
市
民
と
語
る
日
」
を
開
催
し
て
い
く
と
と
も
に
、
「
ふ
れ
あ
い
ボ

ッ
ク
ス
」
と
「
市
長
へ
の
手
紙
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
”
明
日
の
十
日
町
市
”
の
た
め
の
「
あ
な
た
の
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

や
ご
提
案
を
伺
い
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
市
政
運
営

に
は
最
も
大
切
で
す
。

　
今
年
度
は
、
従
来
開
催
し
て
き
た

陳
情
・
提
案
型
の
「
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
」
を
改
め
、
よ
り
積
極
的
な
行

政
参
加
を
図
る
た
め
、
対
話
形
式
の

「
市
民
と
語
る
日
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
若
者
や
ご
婦
人
、
お
年
寄
り
を
は

じ
め
、
市
民
各
層
の
皆
さ
ん
と
”
明

日
の
十
日
町
市
”
に
つ
い
て
気
軽
に

話
し
合
い
、
優
れ
た
ご
意
見
ご
提
案

を
市
政
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
市
民
と
語
る
日
」
の
開
催
は
、

六
月
中
旬
以
降
、
地
区
振
興
会
単
位

の
十
五
か
所
と
、
市
街
地
で
の
三
か

所
を
合
わ
せ
た
計
十
八
会
場
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

多
数
お
集
り
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
と
会
場
　
各
地
区
振
興
会
等

　
と
相
談
し
て
決
定
し
ま
す
。

◆
時
　
間
　
原
則
と
し
て
午
後
七
時

　
三
十
分
～
九
時

◆
地
区
割
　
市
街
地
は
、
中
部
・
南

　
部
・
東
部
で
そ
れ
ぞ
れ
開
き
、
ほ

　
か
の
地
域
は
、
地
区
振
興
会
単
位

　
で
開
催
し
ま
す
．

◆
テ
ー
マ
　
各
地
区
振
興
会
に
ご
提

案
く
だ
さ
い
．

◆
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
文
書
広
報

　
係
（
智
5
7
1
3
1
1
1
内
線
鵬
）

　
へ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
購
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
慧
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由
．

碑

　
　
　
課
翻

　
　
　
難

グ
　
た
鱒
先

麟
開
だ
連

　
を
く

　
六
月
一
日
か
ら
、
手
紙
に
よ
り
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
政
へ
の
ご
意
見

や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
市

政
へ
反
映
す
る
た
め
、
「
ふ
れ
あ
い
ボ

ッ
ク
ス
」
（
投
書
箱
）
と
「
市
長
へ
の

手
紙
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」
専
用
の
投
書

箱
（
目
安
箱
）
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い

ボ
ッ
ク
ス
」
を
市
内
八
か
所
に
設
置

し
ま
し
た
。

　
回
収
は
一
週
間
に
一
回
程
度
行
い

ま
す
。

　
市
政
へ
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い

た
だ
く
た
め
「
市
長
へ
の
手
紙
」
を

市
内
十
九
か
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
用
紙
は
切
り
取
っ
て
封
筒
の
形
に

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
「
ふ
れ
あ
い
ボ
ッ
ク
ス
」
の

設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
人
は
郵

便
ポ
ス
ト
を
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

切
手
を
は
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
お
出
し

く
だ
さ
い
。

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
市
長
が
直

接
目
を
通
し
、
原
則
と
し
て
一
か
月

以
内
に
、
文
書
に
よ
り
提
案
者
へ
回

答
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
用
紙
に
は
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
優
れ
た
発
想
や
ご
提
案
は
、

提
案
者
の
ご
了
解
を
得
た
上
、
市
報

等
で
紹
介
し
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

身
近
な
問
題
や
将
来
の
十
日
町
市
へ

の
提
言
な
ど
を
お
気
軽
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
総
務
課
文

　
書
広
報
係
へ
．

肺
　
　
回

↑↓

　
　
　
ー
ー
ー
ー
ー
市
叢
へ
の
墨
紙
ー
ー
ー
ー
ー

　
　
甫
毘
の
癬
梯
に
は
、
日
頃
よ
り
市
政
驚
躾
に
特
綬
の
ご
麗
　
　
・
．
協
力
を
賜
わ
り
、
心
が
ら
感
謝
串
し
上
げ
ま
す
．

　
　
私
は
、
3
よ
い
即
、
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
し
を
布
　
　
攣
と
し
、
郎
民
の
皆
様
と
、
綴
に
、
明
日
の
ト
闘
町

　
　
痘
省
く
り
』
儒
取
師
組
ん
で
ま
い
吟
ま
す
ひ

　
　
そ
の
剛
づ
く
り
に
般
も
大
切
な
も
の
は
．
市
罠
｝
人
ひ
と
り
の
声
廼
あ
り
，
対
請
で
あ
る
と
強
く
心
に
期
み
，
皆
様
か

　
　
ら
の
ご
勲
見
や
ご
捷
案
を
お
蹄
か
せ
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
を
市
政
に
反
映
し
て
行
き
た
い
と
よ
ワ
え
て
い
濠
す
、

　
　
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
皆
様
の
旗
を
博
溜
長
へ
　
　
砥
㌧
と
し
て
、
お
眠
軽
に
お
寄
せ
く
が
さ
い
。

　

て
ト
柵
町
泓
長
本
田
欣
、
藩

挽
灘
糊
掴
目
目
目
目
目
u
ー
目
翻

（
　
　
護
　
レ
旧
剛
嚇
滞
歳
町
3
丁
殿
3
番
地

　
　
韻
闘
“
　
　
　
レ
日
賑
甫
般
所

　
　
羽
」

　
　
「
t
　
　
市
摂
　
潔
田
欣
二
郎
～

　
　
・
…
9
｝

融瀬麓あ麟ボックス」の

　　　　設置場所
①叢役所　　②搬斑会館　　③博物館

④川治地薩公幾館　　⑤縣条地区公民館

⑥吉田地区曇畏館　　⑦董条地区公民館

⑧水沢地匿裂驚館

　　　『欝長への噸紙」の

　　　　　　　　　設置1場所

叢記①～⑧

⑨西部会館⑩涯道猿倉集落鰹鞍外一

⑫新座コ灘繕緩羅センター　⑫犬井田蟄

漣ユニテ羅遜繋ター　⑬飛渡地区公民館

⑭高幽コミュ叢葬羅センター　⑮八箇集落

センター　⑯羽繰川荘　⑰吉田集会所

⑱東下組生活改善センター　⑲平成園

＝市長への手紙＝

　　　　　＠

　　　2難紀へσ）撫

一交溝を通し若青が沼きづく趨嬉文化都市閲

◇統力あ畜綜市基験の整餌されたまちをめざし，て

◇要全一ξ快適な軽らしよいまちをめざレて

φ饅績と盛かな煽拙はみんなのカマ無くまちをめ

　ざして

や・ひ脇かなAを弁てる虫ちをめガして

◇若勧健省できる繊膚る壁桑の瀞ジくまち
　をめざして

，
、
織

　　　　　　　　（うら）　　　　＝市長＾

＿．＿　　．．』鷺＿、．、蟹灘雛纏i

“　｝鹸　嘉欝一擁麟1灘縫…

3。とr6’‘∬夢3｝平成6年6月10日

il膿
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「
こ
み
指
定
袋
の
導
入
」
と

「
持
ち
込
み
こ
み
の
有
料
化
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

指
定
袋
の
導
入

　
指
定
袋
は
「
焼
え
る
ご
み
」
の
み
対

象
と
し
ま
す
。
7
月
1
日
か
ら
9
月
3
0

日
ま
で
を
周
知
期
間
と
し
ま
す
。

　
1
0
月
1
日
以
降
は
指
定
袋
以
外
で
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
焼
え
る
ご
み
の
日
）

に
出
さ
れ
た
場
合
、
収
集
し
ま
せ
ん
。

■
指
定
袋
の
種
類
と
価
格

　
大
（
5
0
枚
）
…
5
9
3
円

　
中
（
5
0
枚
）
…
4
0
8
円

　
小
（
5
0
枚
）
…
3
4
5
円

　
※
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
あ
っ
せ
ん
方
法
　
7
月
1
日
以
降
、

　
市
内
の
食
料
品
店
等
で
販
売
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
み
指
定
袋
を
販
売
し
て
い

（燃えないごみ）

　
た
だ
け
る
商
店
の
人
は
、
保
健
衛
生

　
課
環
境
衛
生
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

　
さ
い
。

持
ち
込
み
ご
み
の

　
　
　
　
　
　
　
　
有
料
化

　
7
月
1
日
か
ら
、
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
焼
却
場
）
お
よ
び
埋
立
場
（
川

西
町
霧
谷
）
に
搬
入
す
る
場
合
は
有
料

に
な
り
ま
す
。

■
ご
み
持
ち
込
み
の
注
意

①
一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
も
持
ち
込

　
む
と
有
料
に
な
り
ま
す
。

②
事
業
活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
す
べ

　
て
の
ご
み
は
有
料
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
持
ち
込
み
ご
み
は
、
で
き
る
だ
け
許

車両最大積載量
（車検証記載）

処理料金

0．5tまで 300円

1．O　tまで 600円

1．5tまで 900円

2．O　tまで 1，200円

2．5tまで 1，500円

3．O　tまで 1，800円

4t車 2，400円

6t車 3，600円

8t車 4，800円

10t車 6，000円

（燃えるごみ）

処理料金

　300円

　600円

　処理量
　100kgまで

101kg～200kgまで

※処理量が100kg増すごとに処
理料金は300円増となります。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
許
可
業
者
　
十
日
町
廃
棄
物
清
掃

　
　
公
社
（
盈
52
1
3
7
6
3
）
ま
た

　
　
は
グ
リ
ー
ン
清
掃
社
（
智
5

2
1
2

　
　
9
8
7
）
へ
．

■
料
金
納
入
方
法
　
チ
ケ
ッ
ト
を
事
前

　
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
チ
ケ
ッ
ト

　
で
支
払
い
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
十
日

町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
、
保
健

衛
生
課
環
境
衛
生
係
で
取
り
扱
っ
て

　
い
ま
す
。

し
尿
く
み
取
q
料
金
が

　
　
　
　
　
改
定
さ
れ
ま
す

　
鞍
尿
く
み
取
り
料
金
が
7
月
i
譲

が
鑑
麺
珍
当
た
翰
認
円
か
檬
紹
圏
（
消

費
税
を
奮
む
）
と
な
り
ま
す
。

　
蓬
れ
ま
で
料
金
を
§
年
聞
据
え
置

’
鱒
て
き
ま
じ
た
が
、
物
価
、
経
費
の

墨
昇
に
よ
る
懸
の
で
す
。
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
．

纏
間
糖
奢
わ
せ
　
十
田
町
市
川
西
町

　
衛
生
施
設
組
合
へ
。

母
子
健
康
管
理
の

　
　
　
　
　
　
　
推
進
功
労
で
県
知
事
表
彰

水落　ト　ミさん

　（下条本町・80歳）

　
水
落
さ
ん
は
、
昭
和
5
年
春
に
助
産

婦
と
し
て
登
録
し
て
か
ら
、
豪
雪
地
で

冬
の
吹
雪
や
雪
崩
の
危
険
を
お
か
し
な

が
ら
も
、
妊
産
婦
や
新
生
児
の
健
康
管

理
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、
5
月
1
8
．

日
㈱
平
山
県
知
事
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
初
め
て
出
産
に
立
ち
会
っ
た
の
は

　
　
　
　
　
　
ふ
た
ご

2
月
で
し
た
。
二
子
ま
で
雪
の
中
を
難

儀
し
て
歩
い
て
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
」
と
語
る
水
落
さ
ん
は
、
母
子

の
健
康
管
理
だ
け
で
な
く
、
保
健
衛
生

全
般
に
わ
た
り
訪
問
指
導
、
健
康
相
談
・

教
育
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
「
健
康
で
長
生
き
し
た
か
ら
知
事

賞
を
も
ら
え
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
健
康
で
い
た
い
で
す
て
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

磁

交
通
安
全
の
推
進
に
尽
力

　
　
　
　
　
　
　
　
関
東
管
区
警
察
局
長
賞

　
　
　
　
　
　
雛
雛

　
田
村
さ
ん
は
、
長
年
交
通
安
全
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
、
5
月
2
1
日
d
D
関
東
管

区
警
察
局
長
賞
、
同
交
通
安
全
協
会
連

合
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
交
通
セ
ン
タ
ー
が
出
来
て
本
当
に

猷
ー

作
磁

齢
喜
レ

　
　
謂

村
甑

田

良
か
っ
た
」
と
語
る
田
村
さ
ん
は
、
昭

和
4
5
年
に
十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会

の
役
員
と
な
り
、
交
通
セ
ン
タ
ー
の
建

設
、
交
通
安
全
講
習
会
を
開
催
す
る
な

ど
交
通
安
全
教
育
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
「
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
譲
り
合
い
の

気
持
ち
で
運
転
す
れ
ば
、
も
っ
と
事
故

は
減
り
ま
す
」
と
話
す
田
村
さ
ん
。
自

身
も
毎
朝
本
町
2
丁
目
の
交
差
点
で
黄

色
の
帽
子
と
交
通
腕
章
の
い
で
た
ち
で

交
通
指
導
に
従
事
す
る
な
ど
し
て
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
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住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
計
画
に

　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
意
見
を
反
映
し
ま
す
。

　
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

　
（
会
長
十
日
町
市
長
）
は
、
こ
の
4
月

か
ら
松
代
町
、
松
之
山
町
を
含
め
た
1

市
4
町
1
村
で
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
の
圏
域
が
一
緒
に
な
っ
て
広

域
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
基
本
的
な
計
画
（
広
域
圏
計
画
）
を

新
た
に
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
意
見
を
十
分
反
映
し
た
計

画
に
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
2
0
歳
以

上
の
地
域
住
民
（
十
日
町
市
、
川
西
町
、

津
南
町
、
中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山

町
）
の
中
か
ら
3
、
0
0
0
人
を
無
作

為
に
選
ん
で
、
地
域
の
愛
着
度
や
市
町

村
、
広
域
で
整
備
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
な
ど
1
1
項
目
に
わ
た
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
十
日
町
市
で
は
ー
、
4
5

0
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
該
当
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
は
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
回
答
い
た
だ
き
6
月
2
5
日
ω

ま
で
に
返
送
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
広
域
市
町
村
圏
と
は

　
道
路
網
が
整
備
さ
れ
自
動
車
が
各
家

庭
に
普
及
し
た
こ
と
や
余
暇
時
間
が
増

大
し
た
こ
と
に
伴
い
、
通
勤
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
と
、

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
以
外
の
市
町

村
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
生

活
圏
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
背
景
に
、
日
常

生
活
圏
の
地
域
を
構
成
し
て
い
る
市
町

村
が
共
同
し
て
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で

い
る
地
域
を
「
豊
か
で
住
み
よ
い
と
こ

ろ
」
に
す
る
よ
う
へ
お
互
い
協
力
し
あ

っ
て
地
域
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。

　
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
は
、
昭

和
4
6
年
8
月
に
十
日
町
市
、
川
西
町
、

津
南
町
、
中
里
村
で
協
議
会
を
設
立
し
、

そ
し
て
今
年
の
4
月
か
ら
は
、
新
潟
県

の
広
域
圏
域
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
距
離

や
経
済
、
日
常
生
活
圏
か
ら
も
、
最
も

十
日
町
地
域
に
近
い
松
代
町
、
松
之
山

り町
を
含
め
た
広
域
圏
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
1
市
4
町
1
村
が
協
力
し
あ

い
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
、
ま
ち
づ

く
り
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域

づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に
向
け
た
施
策

を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
高
速
交
通
時

代
や
情
報
化
、
国
際
化
、
高
齢
化
に
向

け
た
事
業
と
施
策
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
き
ま
す
．

■
問
い
合
わ
せ
は
　
企
画
財
政
課
企
画

　
調
整
係
（
暦
5
7
1
3
1
1
1
内
線

　
泌
）
へ
．

麟1

知事セのさわやかトーク

◆と　き　6月27日（月）午後1時30分～
　　　　　　　　ユ　
◆ところ　中里村Uモール

　
6
月
2
7
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
、

中
里
村
U
モ
ー
ル
で
「
知
事
と
の
さ
わ

や
か
ト
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
県
知
事
と
の
対
話
集
会
に
、
お
気
軽

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
当
日
は
、
無
料
送
迎
バ
ス
を
次
の
行

程
で
運
行
し
ま
す
。

■
コ
ー
ス
と
時
間

　
下
条
地
区
公
民
館
（
正
午
）
↓
中
条

　
地
区
公
民
館
（
午
後
0
時
1
5
分
）
↓

　
J
A
大
井
田
支
所
（
0
時
2
5
分
）
↓

　
第
四
銀
行
十
日
町
支
店
（
0
時
3
5

　
分
）
↓
市
役
所
（
0
時
4
0
分
）
↓
水

　
沢
地
区
公
民
館
（
0
時
5
5
分
）
↓
U

　
モ
ー
ル
（
1
時
1
0
分
）

　
※
終
了
後
も
お
送
り
し
ま
す

■
定
　
員
　
5
0
人
（
先
着
順
）

一
申
し
込
み
　
参
加
希
望
者
や
団
体

　
は
、
6
月
2
0
日
㈲
ま
で
に
市
役
所
総

　
務
課
文
書
広
報
係
（
a
5
7
－
3
1
1
1

　
内
線
鵬
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

通行止めになります

！一　　　　‘』小千谷

　　　　O
覆川西曜

〉　海左街踊

天口斑揃所

醍躍

25帽　㊥軒谷＋日卵緬線

諜晩埋陰
じ
□ 水遵刷9ンア場

コ爆朧輯
　　　　　下水処硬
　　　　　むン9一□

　高山広子坐織

拠

碧
瀞
z

　
　
　
藩
ミ
．
む
ロ
↑
⑭

禦

※測爾駆・粕崎露灘颪戴は糞瞬晦

5　とr6』厚詐3　平成6年6月10日
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市
内
の
公
共
施
設
や
企
業
を
見
学

し
、
市
政
に
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
施
設
見
学
会
を
市
制
施
行
四
十
周

年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
計
画
し
ま

し
た
。
お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
申
し
込
み
は
一

人
一
日
だ
け
。
A
コ
ー
ス
は
小
学
校
3

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
）

■
集
合
時
間
　
A
・
D
コ
ー
ス
…
午
前

　
九
時
十
五
分
、
B
・
C
コ
ー
ス
…
午

　
前
八
時
四
十
五
分
ま
で
に
市
役
所
一

　
階
へ
．

■
参
加
費
　
一
人
二
〇
〇
円
（
保
険
料

　
ほ
か
）
を
申
し
込
み
時
に
持
参
し
て

　
く
だ
さ
い
。

■
昼
　
食
　
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
B
・
C
・
D
コ
ー
ス
は
食
堂
が
あ

　
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
　
各
コ
ー
ス
と
も
、
七
月

　
四
日
㈲
ま
で
に
、
総
務
課
文
書
広
報

　
係
（
智
5
7
1
3
1
1
1
内
線
幽
）
へ
。

　
A
・
D
コ
ー
ス
は
、
希
望
日
も
指
定

　
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

Aコース（小学生コース）　　7月9日仕λ10日（日）の2回実施（両臼とも定員50人《先着順）
i……

9：30　　　　　　　　9：40～10：10　10二20～11二〇〇　　　　　　　　　　　　　　　　　11：40～13二10
市役所（集合は9二15）→消防本部→博物館→十日町橋・川西町経由→下条中央公園（昼食）→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雨天の場合、下条地区公民館）
　13：30～14二〇〇　　　　　　　14二20～14二50　　　　15：00
陸上競技場・笹山球場→サン・スポーツランド→市役所

Bコース（公共施設中心コース）7月12日㈹（定員50人先着順）

9二〇〇　　　　　　　9二10～9二50　10二〇〇～10二30　　10二40～11：10　　　　11：20～11二50　　　　12：00～13二〇〇

市役所（集合は8：45）→卸売市場→消防本部→衛生センター→下水処理センター→クロス10（昼良）→

13：10～13二50 13：55～14：20　　　　　14二30～14二50　　　　15：10～15二40　　　16：00

博物館→総合体育館・武道館→ピュアランド→特養ホーム三好園→市役所

Cコース（企業中1』コース）　7月13日㈱（定員50人先着順）
Ψ　肇

離誠　　　醐隈

9：00　　　　　　　9二10～9二40　9：50～10：30　　10二35～11二15　　　11二25～11二50　　　12二〇〇～13二〇〇
市役所（集合は8二45）→越後製菓→新川屋→きものブレイン→きもの絵巻館→クロス10（昼食）→

●

噸　　　　　o
13二30～14二〇〇　　　　　　　　14：35～15：10　　　15二30

川西町中子（グレステンスキー場）→協立パイパーy→市役所

Dコース（文化財中1』コース）7月桝日㈱豪藩5日働の2回実施（両目とも建員50人k先着順）
劉

9：30 9二40～10二10　10二20～10：50　11二10～11二40　　　12二〇〇～13：00　　　13二15～13：35　13二50～14二20

o
市役所（集合は9二15）→博物館→神宮寺→大井田城跡→クロス10（昼食）→積翠荘→鉢の石仏

●

14二40～15二〇〇　　　　　　　15二10～15：25　　　　16：00

→姿の箭放神社大ケヤキ→安養寺円通庵大スギ→市役所

姉
妹
都
市
締
結
二
十
周
年
記
念

　
　
　
～
両
市
で
ビ
デ
オ
映
画
制
作
開
始
～

　
姉
妹
都
市
の
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
か

ら
、
五
月
二
十
五
日
㈱
市
の
ビ
デ
オ
撮

影
の
た
め
、
パ
オ
ロ
・
リ
パ
リ
さ
ん
（
カ

メ
ラ
撮
影
担
当
）
と
マ
ウ
ロ
・
コ
ッ
ツ

ア
さ
ん
（
演
出
家
）
が
来
市
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
十
日
町
コ
モ
姉
妹
都
市
交

流
協
会
が
、
来
年
の
姉
妹
都
市
締
結
二

十
周
年
を
記
念
し
、
両
市
の
相
互
理
解

を
深
め
よ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
二
人
は
、
二
十
六
日
か
ら
三
日
間
、

市
内
の
産
業
や
生
活
の
様
子
な
ど
を
撮

影
し
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
十
月
に
は
市
内
の
青
年
二
人

が
コ
モ
市
入
り
し
、
ビ
デ
オ
撮
影
を
行

う
予
定
で
す
。

両市を結ぶ糸、きものを撮影

信
濃
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　
　
　
～
参
加
二
百
人
が
ご
み
収
集
に
汗
～

　
五
月
二
十
二
日
㈲
、
十
日
町
青
年
会

議
所
で
は
「
一
九
九
四
ア
ー
ス
デ
イ
・

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と

題
し
て
、
信
濃
川
河
川
敷
の
ご
み
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
関
係
団
体
や

市
民
も
含
め
た
総
勢
二
百
人
が
、
妻
有

大
橋
の
下
か
ら
十
日
町
橋
に
至
る
河
川

敷
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
缶
や
空
ビ
ン

を
熱
心
に
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
収
集
さ
れ
た
ご
み
は
ニ
ト
ン
ト
ラ
ッ

ク
に
五
台
分
。
ご
み
は
捨
て
る
の
も
拾

う
の
も
人
間
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
注

意
が
環
境
美
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご

み
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

・
つ
。

こんなにいっぱい拾ったよ
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NHK夏期巡回ラジオ体操会
～全国に向けてラジオ実況放送

　　　　5，000人集会を成功させよう～

　市では、市制施行40周年記念事業の一つとして準備

を進めています。皆さんお誘い合せの上ご参加くださ

い。

■と　き　7月31日（日）午前6時までに集合

■ところ　水沢中学校グラウンド（雨天の場合は同校

　体育館）

■実況中継　NHKラジオ第1放送で、午前6時30分
　から全国に向け実況放送されます。

■問い合せ　総合体育館（智52－4377）へ

第15回市民体育大会
■と　き　9月4日（日）開会式二午前9時、競技二午前

　10時～午後3時30分　閉会式二午後4時（雨天決行）

■ところ　十日町市陸上競技場

■出場資格　①市内に住民登録している人で、住所地

　からの出場とします。②選手の年齢は満年齢とし、

　基準日は4月1日とします。③出場は1人2種目以
　内とします。（ただし、十日町中部、飛渡、六箇チー

　ムは3種目以内）

■問い合せ　総合体育館（盈52－4377）へ。

◎種　　目

陸上競技

種　　目

・トラック競技…60m、100m、400m、1，500m
　　　噺・フィールド競技…走り幅跳び、ドッヂボール投げ

レクリエ

ーション
種　　目

・綱引き・紅白大玉送り・紅白親子玉入れ競争

●ムカデ＆二人三脚リレー　・シルバーレース

●ミックスリレー

膨一種目 ・小・中学生リレー　・年齢別リレー

◎チーム編成表

チーム名 町　　　　　　　　名

十厨町

東部

本町4・5・6－1・6－2・6－3、水野町、若宮町、田中町東・西・
本通り、川原町、上川町、田川町1・2・3、江道、猿倉、菅沼、
津池、大池、赤倉

辛日町

函　部
稲荷町3本通り・3北・3南・4・西、西本町1・2・3、千代田町、

・八幡田町、下川原町、丸山町、高田町3東・3西・3南、島

十日町

南部

本町1上・1下・東1・西1・2、袋町東・中・西、栄町、高田町1・

2、宮下町東・西、七軒町、泉町、諏訪町、昭和町1、寿町4、

神明町、学校町1・2

十日町

中　部
本町3、西寺町、加賀糸屋町、関口樋口町、駅通り、西浦町東・
西、稲荷町1・2・3東、昭和町2・3・4

新座 新座第1・2・3・4－1・4－2、本町7－1・7－2、三和町

犬井田
四日町新田1・2・3・4、南新田町1・2・3、四日町中原、四日
町1・2・3・4、尾崎、五軒新田

索　条
太子堂、塚田、中条八幡、上原、上原新町、上町、中町、背戸、下町、

中条旭町、中条島、峠、梅沢、中条新田、北原、市之沢、旭ヶ丘

飛　渡
嘉勝、轟木、焼野、魚之田川、新水、宇田ヶ沢、中条菅沼、山
新田、小貰、東枯木又、西枯木又、蕨平、三ツ山、上田原、池谷

期　治

川治上町1・2、川治中町、川治内後、川治下町1・2・3、妻有

町東1・西1・西2、谷内丑1・2、北新田1・2・3、城之古1・
2・3、城之古東、塚原町、山本町1・2・3・4・5、千歳町、寿
町1・2・3、河内町、関根1・2、浅之平、笹之沢、落之水、池
之平、孕石、長里、椌木

高　山
高山2・3・4、錦町1・2、美雪町1・2・3、桜木町、春日町1・
2・3、高田町4・5・6

六　箇 全　　　　　　　　　　　　　　　　域

吉　田 全　　　　　　　　　　　　　　　域

下条 全　　　　　　　　　　　　　　　　域

水　沢 全　　　　　　　　　　　　　　　域

7　とお‘∬夢3　平成6年6月10日

観光名所巡りパート⑤

　　あじさい
　　　　　　　　　鑑賞ツアー
　　二千年蓮

　市制施行40周年記念事業の1つとして、市観光協会

では、あじさいと二千年蓮の一番美しい季節に市民の

皆さんから鑑賞してもらおうと、バスツアーを計画し

ました。家族そろってご参加ください。

■と　き　7月21日休）午前10時～午後2時30分

　集合：十日町駅（午前9時50分までに集合）

■参加費　1人2，000円（昼食付き）

■定　員　50人（先着順）

■申し込み　7月11日（月）までに十日町市観光協会（暦

　57－3345）へ。

◎コース

十日町駅一上越国際カントリークラブ十日町コー

スー護国観音一弁天池一やすらぎ荘（昼食）

一あじさい公園一十日町駅（解散）

※コースは都合により変更することがあります。
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一
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～
休
日
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家
族
連
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大
盛
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～

　
新
潟
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い
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は
ど
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す
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宏
会
長
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城
ヶ
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ピ
ュ
ア
ラ
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運
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コ
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ニ
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二
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シ
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購l 　

　　　　　あいゆうむ
「絞りサークル藍遊夢』

　（代表＝大熊敏郎）
今年の織物総合求評会に出展した藍遊夢の皆さん

　「絞りサークル藍遊夢」は、平成3年12月に発足し

た女性4人、男性12人のサークルです。発足のきっか

けは、3年7月にクロス10が企画した藍の絞り染め中

期技術者研修に参加した人が、研修終了後も、もっと

絞り染めを勉強したいと考えたことからです。サーク

ルの名の由来は、「藍」染めから絞りで「遊」んで「夢」

をふくらまそうと、会員が付けました。

作品づくりは自分の頭の中で企画し、自宅で染めて

います。その作品を毎月第2水曜日午後6時30分から

クロス10で行われる定例集会に持ちより、互いに作品

を批評したり、技術の相談にのったりしています。会

貝の中には十日町市美術展に出品し、工芸部門で市展

賞を受ける人がいるなど、会員の感性や技術が伸びて

きていると思います。互いに教え合ったり、教えても

らったりしていることが、それぞれの技術の向上に継

がっていると考えています。

藍の絞り染めの難しさは、藍が化学染料と違って温

度、湿度などにより染め具合が左右されることです。

でも、おもしろいのは自分が思っているイメージの作

品とは違っていたけれども、味わい深い作品ができる

こともあることです。

サークルでは会員を募集しています。絞り染めの技

術を向上させたいと考えてる人は、大熊敏郎（智57－

1942）へ連絡してください。

定例集会で互いの作品を批評しあっています

　
大
根
は
、
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
の
働
き
で
消

化
も
よ
く
、
食
物
繊
維
に
富
ん
だ
食
品

で
す
。
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
お
腹
の
中
の

砂
を
取
り
、
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
排
便

を
促
し
、
大
腸
ガ
ン
予
防
に
も
つ
な
が

る
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
あ
え
る
の
で
、
水
気

を
よ
く
と
る
事
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
我

が
家
で
は
、
冷
蔵
庫
で
冷
や

し
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
喜

ん
で
食
べ
て
い
ま
す
。
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作
り
方
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勤

キ
ュ
ウ
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は
、
五
セ
ン
チ
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千
切
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に
す
る
。
　
②
大
根

は
、
塩
を
少
々
ま
ぶ
し
、
し

ん
な
り
し
た
ら
水
洗
い
を
し
、

毎
箋

市村ミツイさん
（伊達4・62歳暦58－2802）
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中
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一
し

料
…
ん
き
ウ
ー
　
ネ
ら

材
根
こ
つ
ユ
…
　
ヨ
か

く
大
板
　
キ
卵
塩
マ
練

よ
く
し
ぼ
る
。
　
③
板
こ
ん
に
ゃ
く
は
、

熱
湯
で
ゆ
で
た
あ
と
、
再
び
塩
を
少
し

入
れ
、
二
度
ゆ
で
す
る
。
　
④
キ
ュ
ウ

リ
は
、
水
に
さ
ら
し
、
ザ
ル
に
あ
げ
水

気
を
よ
く
き
る
。
　
⑤
卵
は
、
い
り
卵

に
す
る
。
　
⑥
大
根
と
板
こ
ん
に
ゃ
く

の
水
気
を
ふ
き
ん
で
よ
く
と
る
。
⑦

大
根
、
板
こ
ん
に
ゃ
く
、
キ
ュ
ウ
リ
に

い
り
卵
を
加
え
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
混
ぜ

合
わ
せ
る
。
　
⑧
最
後
に
練
り
か
ら
し

を
好
み
で
加
え
、
味
を
整
え
る
。

や
ま
な
会
（
＋
日
町
市
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
）
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、
争
謝

ン
話

イポ
、

臓
魯

　rd”ke　to，but　l’m　afraid　l　can’t．

“行きたいけど、今回は都合が悪いんです。”

誘いを受けたのに都合が悪い時、お断わりの言
葉はどうしたらいいでしょうか。

A　l①1騨as　wo網e齢　梅◎矧co醐②¢◎鵬
　ov¢癒響o薩dl腕Rβr叢◎mo臓毅◎》》欄1鍔h驚．　薙明日の

　夜、捗ち矯夕食饗もどうがと、懸っ驚糖るん

　ですが、撚かが矯すか）
B　l鮪．③閲腋e驚◎，b醜④1’m雛aid　l　c籔醗．

　S◎關傷鮒e網s灘e¢◎mi薩墓i醗ro繭Os紐ka
　鞠閉◎離ow．懸あ、鱒糖で奮ね。鐙もちょっと

　無理漆な。開日大阪から友達が来るん鐙すl
Al⑤丁続a蟹s慰o◎掻ad．Well婁⑥麟e醐assome

　就隔薦楠傷．幟念饗すね。じゃ、まだ今度）
B　l⑦騰’s　v鯉覇ic¢of　o磯o　i撫vl糖me．（お

　招きありがとうござ》球した〉

①は「～はどうですか」という、勧誘のやわら
　もかい表現です。②は「こちらへ来る」という意味
なので、それだけで「私の家に来る」となります。

③は、断わる前にひとことつけ加えると、えん曲
に断われます。④は「恐ろしい」の意味ではなく、

「残念ですが～です」ということ。⑤は「それは

残念だ」という決まり文句です。そのあとには⑥
の文をセットで覚えておくとよいでしょう。「行け

ないけれど、ご招待うれしかったです」（⑦）とお

礼を言えば、丁寧なお断わりになります。

◎
鰍

爬万刷

いずみ保育園①

騨
　　　　き　

鍾1繍懇

β

　　　　　　　　　　　　ま　
り

わたしがおかいものに行ってい田村真理ちゃん

るところだよ。おつかいはいつも　　　　（5歳）

おぱあちゃんと行っているのよ。

ウルトラマンとぼくが綱引きを上村亮介くん

しているところを描きました。運　　　　（5歳）

動会ではリレーをがんばるんだ。

　　　　　　　　　　　　りょうすけ
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で
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と
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た
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に
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三
人
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し
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死
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で
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そ
れ
で
小
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ま
で
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で
通
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た
ん
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。
今
な
ら
薬
や
技
術
が
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く

ま
し
た
て
。
い
い
し
ゃ
ば
だ
っ
た
ん
の
。
　
　
な
っ
て
い
る
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だ
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が
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死
な
な
く
て

　
十
五
・
六
の
こ
ろ
は
、
昭
和
天
皇
の
　
　
も
よ
か
っ
た
ん
に
の
。
切
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い
日
が
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大
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や
飯
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の
開
通
、
十
日
町
中
　
　
い
た
ん
だ
ど
も
、
運
良
く
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人
が
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学
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（
現
十
日
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）
の
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、
　
　
つ
か
っ
て
、
二
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目
の
人
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を
が
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毎
年
の
よ
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に
樽
の
鏡
が
破
れ
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ほ
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が
で
き
た
ん
で
す
て
。

た
た
い
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万
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を
思
い
出
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ま
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て
。
　
　
　
今
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、
盆
や
正
月
に
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ま
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昭
和
十
三
年
に
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兵
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れ
て
、
中
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ら
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が
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昔
の
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な
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を
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和
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、
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、
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年
に
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家
で
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り
や
焼
物
教
室
、
綴
り
方
教
室
に
通
っ

が
帰
っ
て
来
た
て
が
ん
で
、
新
宅
の
こ
　
　
て
、
一
生
懸
命
ボ
ケ
老
人
に
な
ら
な
い

と
や
嫁
取
り
の
こ
と
を
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配
し
て
く
れ
　
　
よ
う
頑
張
っ
て
ら
ん
で
す
て
。
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市
・
県
民
税
が

平
成
6
年
度
分
に
限
り

　
　
　
減
税
と
な
り
ま
す

■
減
税
の
対
象
　
市
・
県
民
税
は
前
年

　
の
所
得
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
、
均
等

割
額
と
所
得
割
額
と
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
平
成
6
年
度
分
に

限
り
、
所
得
割
額
の
2
0
％
（
市
民
税

と
県
民
税
を
合
わ
せ
て
2
0
万
円
が
限

度
）
を
減
税
し
ま
す
。
た
だ
し
、
退

職
金
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
る
退
職
所

得
分
に
係
る
所
得
割
額
は
、
減
税
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
徴
収
の
方
法

・
給
与
所
得
者
で
給
与
天
引
き
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
章

納
め
る
人
…
例
年
な
ら
ば
、
そ
の
年

度
の
市
・
県
民
税
は
6
月
か
ら
翌
年

　
5
月
ま
で
の
1
2
か
月
で
納
め
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
だ
き
ま
す
が
、
平
成
6
年
度
分
に
限

　
り
、
6
月
お
よ
び
7
月
は
天
引
き
し

　
な
い
で
、
減
税
後
の
年
税
額
を
8
月

　
か
ら
翌
年
5
月
ま
で
の
1
0
か
月
で
納

　
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
給
与
天
引
き
で
は
な
く
、
年
4
回
に

　
分
け
て
納
め
る
人
…
第
1
期
か
ら
4

　
期
ま
で
の
4
回
に
分
け
て
納
め
て
い

　
た
だ
き
ま
す
が
、
減
税
は
第
1
期
分

で
行
い
ま
す
．

　
第
1
期
…
6
月
3
0
日

　
第
2
期
…
8
月
31
日

　
第
3
期
…
1
0
月
31
日

　
第
4
期
…
平
成
7
年
1
月
4
日

　
※
第
1
期
の
納
付
書
は
6
月
1
5
日
ご

　
　
ろ
発
送
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
市
民
税
係

　
（
智
内
線
m
・
m
）
へ
。

こ
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
市
の
制
度
融
資

　
市
で
は
、
市
内
の
中
小
商
工
業
者
や

倒
産
な
ど
に
よ
り
離
職
を
よ
ぎ
な
く
さ

れ
た
人
な
ど
を
対
象
に
、
次
の
よ
う
な

融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

資融度制市町日十■

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
各
金
融

　
機
関
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳

　
し
く
は
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

　
（
暦
内
線
蹴
）
ま
た
は
各
金
融
機
関
へ
。

資金名 資金使途 貸懲鰻度額 貸付租率 期間 取扱金融機関

中小企業

振興資金
運転・設備 500万円

3．9％
（3年以内）

4．1％
（5年以内）

5年

以内

第四・北越・大

光・新潟中央銀

行・県信用組合

地方産業
育成資金

運転・設備 500万円

3．8％

（信保付き）

4．3％
（その他）

4年

以内
〃

小売商業

近慰瞭金
設　　備 3，000万円 3．2％

10年

以内
〃　・JA

離職者生活

安定資金
生活資金

10万円以上

50万円以内
2．0％

3年

以内
〃　　　　〃

勤労者住宅

建設資金
住宅新築
増・改築

100万円以上

300万円以内
4．8％

10年

以内 労働金庫

下
水
道
責
任
技
術
者
の

　
　
　
更
新
期
日
を
延
長

　
県
下
統
一
の
下
水
道
配
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
の
登
録
制
度
が
、
平
成
7

年
4
月
1
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
現
在
、
市
の
責
任
技
術
者
、
主
任
配

管
工
の
資
格
を
有
し
て
い
る
人
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
6
月
に
行
わ
れ
る
登
録
更
新
を
延
期

　
し
、
資
格
の
有
効
期
限
を
7
年
3
月

　
31
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

②
資
格
を
有
し
て
い
る
人
全
員
に
、
移

　
行
措
置
の
概
要
説
明
書
を
郵
送
す
る

　
と
と
も
に
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

③
主
任
配
管
工
の
資
格
だ
け
有
し
て
い

　
る
人
に
つ
い
て
、
県
お
よ
び
排
水
設

　
備
組
合
と
協
議
中
で
す
。

④
新
た
に
県
下
統
一
責
任
技
術
者
制
度

　
に
よ
る
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人
は
、

　
1
1
月
2
0
日
㈲
の
資
格
試
験
を
受
け
て

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
（
智
5

2
1

　
7
4
4
1
）
へ
．

こ
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　
商
業
統
計
調
査

　
7
月
1
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
”
商

業
の
国
勢
調
査
”
と
も
い
わ
れ
る
商
業

統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
販
売
活
動
の
実
態
や

商
店
の
分
布
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
結
果
は
経

済
関
係
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
ま
す
．

　
今
回
は
卸
売
・
小
売
業
を
営
む
す
べ

て
の
事
業
所
が
対
象
と
な
り
、
6
月
下

旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
調

査
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
し
た
事
項
は
統
計
を
作

る
た
め
だ
け
に
使
用
し
、
そ
の
他
の
目

的
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
文
書
広
報
係

　
（
暦
内
線
鵬
）
へ
。

博
物
館
常
設
展
示
室
を

　
　
　
　
一
部
閉
鎖
し
ま
す

〈
期
間
7
月
12
目
～
⑩
月
7
目
〉

　
博
物
館
の
常
設
展
示
室
の
一
部
が
、

展
示
替
え
工
事
の
た
め
、
7
月
1
2
日
よ

り
一
部
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

原
始
・
古
代
・
中
世
展
示
室
は
従
来
ど

お
り
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族

連
れ
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
工
事
期
間
　
7
月
1
2
日
㈹
～
1
0
月
7

　
日
働

■
全
館
オ
ー
プ
ン
　
ー
0
月
8
日
d
b

■
工
事
中
の
入
館
料
　
従
来
ど
お
り

　
・
大
人
…
2
0
0
円
（
団
体
…
1
5

　
　
0
円
）

　
・
小
・
中
学
生
以
下
…
無
　
料

■
問
い
合
わ
せ
　
博
物
館
（
奮
5
7
1
5

5
3
1
）
へ
．

市
展
ポ
ス
タ
ー
募
集

　
第
2
7
回
十
日
町
市
美
術
展
（
市
展
）

が
、
1
0
月
2
3
日
㈲
∵
2
4
日
㈲
・
2
5
日
㈹
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
市
展
を
広
く
P
R
す
る

た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
規
格
①
大
き
さ
…
54
弛
．
（
縦
）
×

　
3
9
弛
．
（
横
）
②
内
容
…
美
術
展
に
ふ

　
さ
わ
し
く
ざ
ん
新
な
も
の
③
色
…
地

　
色
（
白
）
を
含
め
3
色
④
文
字
…
第

　
2
7
回
市
展

■
応
募
資
格
　
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
採
用
作
品
　
1
点
…
賞
金
1
5
、
0

　
0
0
円
　
佳
作
賞
…
賞
品

■
申
し
込
み
　
7
月
2
0
日
㈱
ま
で
に
十

　
日
町
市
公
民
館
内
社
会
教
育
課
市
展

　
係
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

十
日
町
市
芸
術
協
会
会
員
作
品
展

会
員
小
品
展
示
即
亮
会

　
今
年
か
ら
、
会
員
の
作
っ
た
色
紙
な

ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
作
品
の
展

示
即
売
会
も
同
時
に
開
き
ま
す
。

　
芸
術
・
美
術
に
じ
か
に
ふ
れ
て
み
ま

せ
ん
か
．

■
と
　
き
　
6
月
1
8
日
ω
・
1
9
日
㈲

　
1
8
日
”
午
前
9
時
～
午
後
9
時

　
1
9
日
”
午
前
9
時
～
午
後
5
時

■
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
公
民
館

　
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

70
■と　き　6月25日（：D午前9時～午後9時　6月26日（日〉午前9時～午後4時

■ところクロス10中ホール’■入場料無料
一問い合わせ　斎木文夫（十日町市公民館内智57－5011）へ。

灘



　　市役所は智57。3111　★喪喪懸藤磯欝

参
加
者
募
集

～
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

　
　
　
　
　
ス
ク
ー
ル
h
妻
有
～

　
郡
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
会
長

本
田
市
長
）
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
交

通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
催
し
を
計
画
し
ま
し

た
。
家
族
連
れ
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
7
月
1
0
日
㈲
午
前
8
時
～

　
午
後
1
時
3
0
分
（
受
付
”
午
前
8
時

～
8
時
3
0
分
）

■
と
こ
ろ
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
第
2
駐

車
場

■
参
加
料
　
1
台
に
つ
き
2
、
0
0
0
円

　
（
2
人
ま
で
乗
車
可
、
小
学
生
以
上
1

　
人
増
す
ご
と
に
5
0
0
円
、
小
学
生
以

下
無
料
）

一
参
加
資
格
　
普
通
運
転
免
許
証
以
上

を
有
す
る
こ
と
。

■
参
加
車
両
　
ナ
ン
バ
ー
付
き
車
両
で
、

　
車
種
は
普
通
車
、
軽
自
動
車
。

■
持
参
す
る
物
　
マ
イ
ヵ
i
、
昼
食
、
筆

　
記
用
具
、
雨
具
、
ガ
ム
テ
ー
プ
、
ご
み
袋

一
申
し
込
み
　
7
月
4
日
㈲
ま
で
に
総
務

　
課
総
務
管
理
係
（
智
内
線
蹴
）
ま
た
は

　
各
新
潟
日
報
販
売
店
、
各
自
動
車
販
売

　
会
社
、
各
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
各
自

　
動
車
修
理
工
場
へ
。

4
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

　
　
　
　
　
技
師
養
成
講
座

■
期
　
間
　
7
月
2
5
日
㈲
～
8
月
2
日

　
㈹
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
全
7
回
）

一
時
　
間
　
午
後
6
時
2
0
分
～
9
時
4
0

分
（
た
だ
し
7
月
2
5
日
と
8
月
2
日

は
午
後
6
時
～
）

一
と
こ
ろ
　
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料
　
2
2
、
4
0
0
円
（
教
材

費
、
無
線
従
事
者
免
許
申
請
料
を
含

む
）

■
申
し
込
み
　
7
月
3
日
㈲
午
前
9
時

　
～
十
日
町
市
公
民
館
で
先
着
5
0
人
ま

　
で
受
け
付
け
ま
す
。

一
問
い
合
わ
せ
　
福
原
芳
昭
（
十
日
町

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
盈
5
7
－
8

2
6
1
）
へ
．

妊
婦
健
康
学
級

　
健
や
か
な
あ
か
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て

て
い
く
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
7
月
2
日
d
D

　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
3
時
4
0
分

■
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
①
妊
娠
中
の
栄
養
指
導

②
歯
科
検
診
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

奎園1交通安全キャンペーン

■雨の日は交通事故に気をつけましょう。

　例年この季節には、重大交通事故が
多発しています。市内でも交通マナー

欠如による事故や違反が目立っていま

す・市民みんなが交通宏　娩
全を守る社会人として行　　1　　ρ，

動しましょう。　　　　G　　・
　　　　　　　　　　　　獣。
5月中の交通事故発生状況（）は累計

帝町村 発生傑数 負傷者数 死者数

平成6年 28（84） 30（97） 2（5）

十日町市
平成5年 12（59） 13（63） 0（2）

川西町
津南町
中里村

平成6年 10（31） 10（32） 0（0）

平成5年 9（37） 12（48） 0（2）

計
平成6年 38（115） 40（129） 2（5）

平成5年 21（96） 25（111） 0（4）

　　　　　バスの直前横断の中学生に
　耀騨　　　バイクが衝突、中学生が負傷
　　鳶

　　　　　5月19日休）午後4時5分ご
　　　　ろ、吉田小泉地内の国道252号

上で、17歳少年の運転する原動機付自

転車が、バス停に停車中のバスを追い

越したところ、バスの直前を横断して

いた15歳の少年に衝突、負傷させる事
故が発生しました。

　6月は土砂災害
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ

　　　　　防止月間です
　山やがけ、川などでおかしな点を見

つけたら十日町土木事務所維持管理課

（盈57－5524）または建設課維持係（智

内線255・256）へ連絡してください。ま

た、避難場所を確認しておきましょう。

　
③
保
健
婦
、
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士

　
　
に
よ
る
個
別
相
談

■
対
象
平
成
6
年
3
月
1
日
～
6

　
月
3
0
日
の
間
に
、
妊
娠
届
を
出
さ
れ

　
た
人
。

■
費
用
無
料

目
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課
保
健
衛

　
生
係
（
a
内
線
m
・
毘
）
へ
。

酒
害
の
相
談

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
．

一
と
　
き
　
6
月
1
7
日
働

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

薗
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7

　
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

保
健
衛
生
係
へ
．

心
の

■
と
　
　
き

ド　ロ　ド

申担と
し　 こ

込当ろ
み

健
康
相
談

6
月
2
8
日
㈹

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

＋
日
町
保
健
所

柳
沼
医
師
（
五
日
町
病
院
）

　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

補
聴
器
相
談
会

■
と
　
き
　
6
月
2
9
日
㈱

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
i

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
事
務
所
援

護
係
（
智
内
線
麗
）
へ
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
ダ
ン
ス
講
習
会

■
と
　
き
　
6
月
2
4
日
働
午
後
7
時

　
～
9
時
（
受
付
“
6
時
～
）

■
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館

■
参
加
費
無
料

■
申
し
込
み
　
当
日
、
受
付
で
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
佐
野
芳
隆
（
十
日
町

　
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
ク
ラ

　
ブ
・
博
物
館
内
暦
5
7
－
5
5
3
1
）

　
へ
．

美
佐
島
路
健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
と
　
き
　
6
月
1
9
日
㈲
小
雨
決
行

　
受
　
　
付
H
午
前
8
時
～

　
ス
タ
ー
ト
“
午
前
9
時

■
と
こ
ろ
　
来
迎
寺
境
内
（
川
原
町
）

■
コ
ー
ス
　
来
迎
寺
～
猿
倉
～
津
池
～

菅
沼
～
大
池
～
菅
沼
～
猿
倉
～
来
迎

寺
ま
で
の
約
1
3
㎞

■
参
加
資
格
　
健
康
な
人
（
小
学
校
3

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
費
　
3
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）

■
申
し
込
み
　
小
林
松
太
郎
（
田
中
町

西
智
5
7
i
8
4
7
7
）
へ
。
当
日
参

加
も
受
け
付
け
ま
す
。
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yα
ふ
る
里
の
歴
史
散
歩
⑰

　
　
　
　
S

「
1
．
l

　
　
　
h

オ
カ
ネ
サ
マ
の
効
用

（
市
史
編
さ
ん
室
）

ll／i　i葺1樹lill

　
今
月
三
日
が
「
か
の
え
さ
る
（
庚

申
）
」
の
日
、
オ
カ
ネ
サ
マ
の
当
り
日

で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
年
代
後
半
か

ら
始
ま
る
高
度
経
済
成
長
の
波
が
村

里
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
る
と
、
ど
こ

の
村
で
も
オ
カ
ネ
サ
マ
講
中
は
途
端

に
衰
微
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
か
つ
て
は
六
十
一
日
目
ご
と
に
巡

　
　
　
　
え
　
と

っ
て
く
る
干
支
の
庚
申
の
日
に
な
る

と
、
十
日
町
地
方
の
ど
の
村
で
も
、

講
中
に
よ
る
オ
カ
ネ
サ
マ
の
祭
り
が

盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
オ
カ
ネ
サ
マ
信
仰
の
ル
ー
ツ
は
中

国
の
道
教
。
室
町
時
代
に
は
仏
教
と

つ
な
が
り
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
修

験
道
や
神
道
と
結
び
つ
き
、
広
く
町

や
村
に
浸
透
、
定
着
し
て
い
っ
た
民

問
信
仰
で
あ
る
．

　
十
日
町
地
方
に
は
、
数
多
く
の
オ

カ
ネ
サ
マ
供
養
塔
が
建
っ
て
い
る
。

伊
達
の
観
音
堂
地
内
に
は
享
保
二
年

（
一
七
一
七
年
）
の
塔
が
あ
り
、
文

化
・
文
政
期
の
も
の
は
各
地
に
み
ら

れ
る
。
新
し
い
も
の
と
し
て
昭
和
五

十
五
年
の
供
養
塔
建
立
は
、
ど
な
た

の
記
憶
に
も
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
め
ん
こ
ん
ご
う
ど
う

　
本
尊
は
、
仏
式
で
は
青
面
金
剛
童

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

子
で
神
式
は
猿
田
彦
命
。
妻
有
地
方

で
は
仏
式
の
方
が
広
く
分
布
し
て
い

る
。
講
中
に
持
ち
寄
ら
れ
た
の
は
、

ソ
バ
と
精
進
料
理
と
な
っ
て
い
る
。

　
十
日
町
地
方
の
オ
カ
ネ
サ
マ
が
広

範
に
根
強
く
存
続
し
て
き
た
そ
の
背

景
は
、
講
中
が
次
の
よ
う
な
場
で
あ

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
①
作
神
・
商
売
神
と
し
て
の
厚
い

　
　
信
仰
．

　
②
六
十
一
日
目
ご
と
に
巡
り
く
る

　
　
楽
し
み
と
慰
労
と
親
睦
。

　
③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
学
習

　
　
会
．

　
④
仲
間
共
同
体
の
確
認
と
強
化
。オカネサマの講中（野中）
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1，～豊

今月の表紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　カ　モ　ノ
　苗場山に秋山郷側から登ると、山頂付近に広がる湿原直前の登山道

でよく見られます。「市史自然編には紹介されているが、市内では簡単

に見つけられないだろう」と思っていたところ、市内の標高約650mく

らいの道路わきで見つけました。そのかれんさにしばし足を止めてし

まいました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　高さは10～30cmと小さく、日当たりのよい所、または、半日陰に生

えるツツジ科の常緑小低木です。初夏のころ、赤い柄とがくの先に白

い花（7～8mm）を下向きに咲かせます。若枝には赤褐色の長い毛が

目立ちます。果実は赤く熟し、甘味があります。
　　　　　　　　あかもも
　アカモノの名は、赤桃のなまったものといわれています。また、イ

ワハゼという別名もあります。

　5月29日（日）と6月5日（日〉、さわや

かな涼風の下で、市内の小学校で運

動会が行われました。

　十日町小学校（田村晃校長・児童

数498人）では、29日の運動会に備え

て、レクリエーション種目などの練

習を続けてきました。保護者もムカ

デ競争に、はりきって参加するなど

して、親子で運動会を楽しみました。

・
班

市の動き
　　　　　（5月末臼現在）

■人　ロ　　45，676人（前月比＋48）

　　　男　　22，525人（〃　＋12）

　　　女23，151人（〃＋36）

■世帯数　　12，708　（前月比＋14）

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
　
　
♂

ロ
田
植
え
も
一
段
落
し
た
こ
の
時
期
、
農

家
の
人
た
ち
は
ホ
ッ
と
一
息
つ
い
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
長

雨
や
冷
夏
で
稲
作
は
大
き
な
被
害
を
受
け
、

国
産
米
不
足
は
国
全
体
の
重
大
な
政
治
問

題
と
な
り
ま
し
た
。
天
候
に
左
右
さ
れ
、

厳
し
い
農
政
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
る
農

業
で
す
が
、
秋
に
は
大
豊
作
で
日
本
一
お

い
し
い
コ
メ
の
収
穫
が
で
き
る
こ
と
を
心

か
ら
祈
っ
て
い
る
⑭
で
す
。

■
先
日
、
イ
タ
リ
ア
の
コ
モ
市
か
ら
二
人

の
お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
夕
食
の

席
で
タ
コ
や
エ
ビ
の
料
理
を
食
べ
て
い
た

ら
、
ゲ
ス
ト
の
マ
ウ
ロ
さ
ん
か
ら
「
捕
鯨

の
制
限
に
つ
い
て
ど
う
思
う
？
」
と
い
う

突
然
の
質
問
。
わ
た
し
の
意
見
が
”
日
本

人
の
意
見
”
と
し
て
誤
解
を
生
む
と
困
る

と
思
い
、
言
葉
を
選
ぶ
の
も
慎
重
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
親
善

大
使
な
ん
だ
と
実
感
し
て
い
る
＠
で
す
。
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